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加茂地区　
福祉のまちづくりプラン

　誰もが暮らしやすいまちをつくるためには、この地区に暮らす一人ひとりの気持ちが大切です。本書を手に取
られたことをきっかけに、地域の活動に少し目を向けてみてください。もしかしたら、あなたが「あたりまえ」と
思っている日常の景色のなかに、加茂地区のために頑張っている人や活動の存在に気づくかもしれません。そ
うした活動に関心をもっていただき、ここに書かれている取組に協力していただければ幸いです。

　住民同士がそれぞれの想いや知恵を出し合いなが
ら、地区内の｢福祉のまちづくり｣を考えます。話し合
う中で共通の認識や目標をつくり、具体的な住民活動

を計画として明らかにするものです。

　誰もが暮らしやすいまちは「公的なサービス」と「住
民同士の助け合い」の両方が充実しているまちです。
昨今の福祉課題に対して、公的なサービスだけで全

ての解決はできません。地域にはすでに住民同士の様々な助け
合いの活動がありますが、それらが計画的に進むために、また
足りない仕組みを補うために、地区全体として「住民同士ででき
ること」を計画にまとめることで、誰もが暮らしやすいまちづくり
に繋がります。

　表紙のイラスト【旧加茂小学校】は、加茂地区にお住まいの線細ペン
画家 森井裕子（もりいゆうこ）さんに描いていただきました。当時（昭和
30年）は珍しい木造アーチ編板造りの講堂でした。その見た目から「かま
ぼこ講堂」の愛称で親しまれていたそうです。森井さんは当時の写真や
卒業生の話から、この講堂を活かす構図を考えられ心を込めて再現して
くださいました。
※本書に掲載しているイラストの無断複写・転載を禁じます。

策 定 加茂地区 地域福祉推進委員会

連絡先 加茂公民館 ☎0859-29-5313

編集発行 社会福祉法人 米子市社会福祉協議会

加茂地区のみなさんへのお願い

福祉のまちづくり
プランってなに？

なぜ必要なの？

 加茂地区の住民の代表者で「地域福祉推進委員会」
を立ち上げ、米子市社会福祉協議会と一緒に策定し
ました。住民意識アンケート調査などで寄せられた福

祉課題をもとに話し合いを重ね、計画の方向性を「防災防犯」・
「高齢者福祉」・「子育て支援」の3点に決定し、それぞれに分科
会を作って取組内容を決めました。

どうやって
作ったの？

令和3年度～令和7年度

まちづくりプラン
加茂地区福祉の
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ふれあい・いきいきサロンに関すること
◉加茂地区の中にサロンが少ない　
◉参加者の固定化・減少や内容のマンネリ化
◉世話人の後継者が見つかりにくい

課
題

方向性

取組内容

支え愛マップ作成済み
自治会が
５箇所増える

5年後の
目標

支え愛マップの
作成

三者の連携が強化される5年後の
目標

在宅・民生・
自治会の
連携強化

全自治会にサロンができる5年後の
目標

地区内の
サロンの増加

地区内でサロン間の
情報交換の場が活発に
開催される

5年後の
目標

サロンに関する
情報交換の
場づくり

高齢者の個人情報に関すること
◉自治会内であっても情報共有が難しい
◉高齢者の情報が把握しにくい
◉自治会、民生委員、在宅福祉員の横の繋がりが必要

課
題

方向性

取組内容

高齢者福祉
あいさつに関すること

◉あいさつをする子どもが減っている
◉大人からもあいさつをする必要がある

課
題

方向性

取組内容

通学路の安全に関すること

◉通学路の危険箇所が分からなくて不安
◉運転する側も危険箇所が分からない

課
題

方向性

子育て支援

地区防災協議会（仮称）が
組織化される

5年後の
目標

地区防災協議会
（仮称）の組織化

地域住民の防災意識が
高まる

5年後の
目標防災意識の啓発

支え愛マップ作成済み
自治会が５箇所増える

5年後の
目標

支え愛マップの
作成

自主防災組織に関すること
◉単位自治会だけでは、災害への対応や、防災の取組が
　難しい
◉自主防災組織を機能させることが難しい
◉災害に対する意識や関心が低い

課
題

方向性

取組内容

防犯に関すること
◉不審者の出没が心配
◉暗い道や空き家など、
　防犯上心配な箇所がある

課
題

方向性

防災防犯
安心、安全、おもいやりのあるまち カモン 加茂

お互いにあいさつが
活発にできる

5年後の
目標

あいさつの
啓発・推進

安全マップが多くの人に
活用され安心できる

5年後の
目標

自治会毎の
安全マップ
作成と活用

地域住民の防犯意識が
高まる

5年後の
目標防犯意識の啓発

子どもの見守り体制が
充実する

5年後の
目標

住民での
子どもの
見守り体制強化

取組内容
取組内容

支え愛マップ
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